	単 位 操 作 －４１６
	往復動コンプレッサーのストップ
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	ポ イ ン ト

	
	○停止前に強制潤滑の必要のあるものはクランク・シリンダーオイルの強制潤滑を行う。

○孤立時、フレアーバランスか吸込圧バランスかは、機器設計により区分する。エアーコンプレッサーの場合は、大気バランスとする。

○シリンダーが可燃性ガス雰囲気の場合（フレアーバランスも含む） ディスタンスルームに導入しているＮ２は停止しない。
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